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屋内退避による内部被ばくの低減効果は多くの因子に影響される。家屋内への放射性物質の侵入割合(浸透率)は被

ばく低減係数に大きな影響を与えるものの、低減効果を評価する目的で日本の代表的な家屋で浸透率を実測した例

はない。本研究では、実家屋で室内外のエアロゾル濃度を連続測定し、粒子状物質の家屋内への浸透率を導出した。 
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1. 緒言 原子力災害時の公衆に対する被ばく低減措置の一つとして、屋内退避が挙げられる。屋内退避による内

部被ばくに対する低減効果の定量的評価はほとんど行われていない。この原因の一つとして、屋内退避による内部

被ばくに対する低減効果は様々な変動因子に左右されていることが挙げられる。前回までの発表で、コンパートメ

ントモデルを用いた感度解析により、粒子状物質を対象とした場合に低減効果に最も影響を与える因子が浸透率で

あることを示した[1]。しかしながら、アメリカで浸透率を求めた実験[2]はあるものの、その値を日本家屋にそのま

ま適用できるかのエビデンスはない。さらに、求められた浸透率は大きな不確かさを持っており、どの因子に影響

を受けているかが不明である。そこで、本研究では日本家屋での浸透率の変動幅を導出することを目的として、実

家屋で粒子状物質を対象とした浸透率を導出する実験を行った。 

 

2. 実験概要 過去の実験手法[2]を基に、東海村の建築年の異なる 2家屋で実験を行った。浸透率を導出する際に必

要な自然換気率を導出するために、家屋内に CO2を約 100 L散布した。同時に空気清浄機を稼動させ（風量：5.3 

m3/min.）、室外よりも室内の粒子状物質濃度を大幅に低減させた。空気清浄機はタイマーにより 1時間で電源が切

れるようにした。室内外の温度・湿度及び CO2濃度は T&D社製のおんどとり TR-76Ui、室内外のエアロゾル濃度

は日本カノマックス社製のレーザーパーティクルカウンタ MODEL3886 を用いて測定した。計測期間中、人の出

入りはない。 

 

3. 解析方法 室内外の物質の交換は以下の式で表される。 
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ここで、CIは室内の粒子状物質濃度、COは室外の粒子状物質濃度、Pは浸透率、λeは自然換気率、λdは室内での沈

着速度である。自然換気率 λeは CO2濃度が指数関数的に減少する部分で指数フィッティングすることにより求め

た。エアロゾルの浸透率 P と沈着速度 λdは、CO2で求めた自然換気率 λeを用いて、空気清浄機の電源が切れた後

の粒子状物質の濃度変化部分で上式を用いてフィッティングすることにより求めた。 

 

4. 解析結果 浸透率と自然換気率の関係を図に示す。粒径

0.3–1 μmの粒子では、浸透率は概ね 0.5–1の値をとり、粒径

依存性は見られなかった。この結果は、アメリカの実家屋

実験結果[2]と同様であった。自然換気率が 1 h−1以上では浸

透率は概ね 1 であり、それ以下では大きなばらつきはある

ものの、自然換気率が小さい程、浸透率が小さい傾向であ

る。この結果より、浸透率に影響を与える因子として自然

換気率が挙げられる。本実験では、家屋の違いによる自然

換気率の違いが得られた。しかし、上述した自然換気率と

浸透率の関係性に家屋間の違いは見られなかった。 
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図 自然換気率と浸透率の関係 
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